
令和５年９月定例会 一般質問 
令和５年 10 月 17 日（火） 

  

 質問者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
磯﨑 翔太 

（創政会） 

１．子育て支援について 

・第 3子給食費無償化に係る検討内容について 

・子ども誰でも通園制度について 

２．新庁舎建設事業について 

・地元事業者の参加を必須条件とした理由について 

・スライド条項適用の可能性について 

・スライド条項の適用事例について 

３．教育行政について 

・生成 AIとの向き合い方、今後の活用について 

・特別支援教育に係る就学先決定までのプロセスについて 

２ 
菊池 秀明 

(令和クラブ) 

１．公共交通について 

・令和元年と現在を比較し、公共交通の維持にかかる市の負担額及び市が負担し

ている公共交通の収支率について 

・スクールバスとコミュニティバス等の運行状況について、共有と連携の可能性

は。また、路線バスとの連携の可能性について 

・路線バス車両等への ICカード導入及びキャッシュレス化への対応について 

２．「健康寿命日本一へ向けて」について 

・当市における平均寿命の短い原因と、その対策及び実施内容について 

・「健康寿命日本一へ向けて」、どのような取り組みを実施しているか 

３．災害時の避難について 

・市外への広域避難の内容と、市民への周知方法について 

・常設の避難所として、廃校となった学校施設の整備・活用を検討すべきでは 

・津波発生時の自動車避難について 

３ 
佐々木 義昭 

（21 世紀の会） 

１．無縁墓地の管理 

・人口減少が続く中、無縁墓地や墓じまいが増えている。他市では実施されている

ところもあるようだが、市の方で合葬施設の設置等をすべきでは 

２．新庁舎建設後の跡地利用について 

・第一庁舎～第五庁舎の跡地利用の確認 

４ 
佐藤 憲弘 

（民政クラブ） 

１．コミュニティーバスについて 

・コミュニティーバス路線の更なる利用促進について 

・将来を見据えた自動運転バスの導入について 

２．教育行政について 

・スクールバスの運用課題と今後の対策について 

３．三陸鉄道駅周辺の利用促進について 

・駅周辺の賑わいについて 



令和５年９月定例会 一般質問 
令和５年 10 月 18 日（水） 

 質 問 者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
山﨑 長栄 

（公明党） 

１．漁業振興について 

・釜石市魚市場の運営と漁協合併について 

・漁業の振興と生業の維持について 

２．高齢社会における課題について 

・認知症基本法について 

・家族介護者について 

・終活支援について 

２ 
菊地 広隆 

（創政会） 

１．事業者支援について 

・コロナ禍における市内事業の状況について 

・アフターコロナを見据えた事業者支援について 

・経営者育成について 

２．地域イベント等の支援 

・支援するイベントを決定する基準またはプロセスは 

３．交通網の整備について 

・平田・源太沢トンネル化事業について 

３ 
高橋 松一 

（令和クラブ） 

１．地域会議について 

・野田市政の目玉政策だが、その評価は 

・人口減少の現況から今後への期待と課題は 

２．新市庁舎問題について 

・市民に対して現況の情報開示が必要ではないのか  

・後年への市財政への負担をどのように考えているのか 

・将来、人口の減少見通しに伴い、今の建設計画について、再考の余地はないの  

か 

３．釜石市国際外語大学校問題について 

・同大学校の今までの取り組みと、現況も含め経過を明確にすべき 

・同大学校への投資効果を含めた見通し、今後の計画はどのようになっているの

か 

・同大学と環境、周辺施設を活かすコラボレーションを含めて、新たな検討をす

べきでは 

４ 
三浦 一泰 

（民政クラブ） 

１．地域医療について 

・少子高齢化による人口減少によって、今後考えられる地域医療の課題は 

・少子高齢化が著しい釜石において今後求められる地域医療をどう捉えているの

か 

・人口減少による医師の減少や高齢化・医療従事者の減少などの課題を踏まえ、

地域医療連携が必要と思うが市の考えは 

２．若者の定住促進について 

・若者に特化した施策の成果と今後の課題はどのようなものがあるのか 

・釜石で夢や希望を胸に働き暮らしている若者にも目を向けた取り組みは、どの

ようなことを考えているのか 

  



令和５年９月定例会 一般質問 
令和５年 10 月 19 日（木）① 

 質問者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
細田 孝子 

（公明党） 

１．子ども真ん中社会の実現について 

・子ども真ん中社会に対する見解は 

・市民の意識醸成への取組について 

２．交通安全について 

・自転車利用時におけるヘルメット着用について 

３．選挙における投票について 

・投票環境の整備について 

４．防災行政について 

・防災士の活用と育成について 

・外国人への災害情報等の伝達について 

５．市内スポーツ施設の整備について 

・施設の整備及び改修状況について 

・施設の安全対策について 

２ 
古川 愛明 

（創政会） 

１．教育行政について 

・中学校クラブ活動地域移行の進捗状況は 

２．市民生活行政について 

・にこにこバス運行状況について 

・箱崎地区にこにこバス路線課題について 

３．水産行政について 

・唐丹、釜石湾、東部 3漁協合併についての進捗状況は 

・釜石魚市場、現在の経営状況は 

・釜石はまゆリサクラマスフェア開催の目指すものは 

４．建設行政について 

・東日本大震災被災地で防災集団移転促進事業、土地区画整理事業等ででき

た公用地、民有地の空き地に、今から自立再建しようとする人達に支援策

は考えられないか 

５．保健福祉行政について 

・コロナワクチンの接種について 

３ 村田 信之 

１．大学との提携における効果について 

・震災前からいま現在まで、釜石市と何らかの提携を結んだ大学の数と大学名 

・未提携でも釜石で活動している大学の数と大学名 

・提携や活動の内容 

・提携を運営している担当部署 

・終了した提携や活動の成果 

・提携中の大学の今後の予定 

・岩手大学釜石キャンパスの学生数の変遷、研究活動、釜石市での教育活動 

・東京大学大気海洋研究所の学生数、研究活動、釜石市での教育活動 

・提携中の学生たちに提供している釜石市内の学習施設、宿泊施設について 

・単位取得、認定制度など学生たちにメリットになる制度設計について 

・オープンフィールド・カレッジについて 

  



令和５年９月定例会 一般質問 
令和５年 10 月 19 日（木）② 

４ 深澤 秋子 

１．マイナ保険証について 

・マイナ保険証によるトラブルの件数は 7 2 万件とも言われ国民のなかに不信

感がひろがっている。当市でマイナ保険証が使える医療機関の件数は。マイ

ナ保険証の利用率は、どの程度か。トラブルの発生の有無は。不安が多い中

で、来年秋にも現在の健康保険証が廃止予定とされているが継続が必要と考

えるが見解を問う。また資格証明書の発行数をどの程度見込むか 

２．新型コロナウイルスワクチンについて 

・第５類移行後もコロナ感染が続き、クラスターの発生も聞くが、当市の感染

状況は 

・無料ワクチンは、今年度で終了とあるが高額であることから、引き続き国の

助成を市として求めていくべきではないか 

・高齢者施設・医療施設でのクラスター対策について 

３．選挙について 

・釜石市議選は、若手新人の候補者多数で選挙戦は多数激戦となり投票率も

65％となった。若者世代の政治への関心は投票率に反映されたか 

・移動期日前投票の状況は。移動が困難な高齢者が増えている中で範囲の拡大

が必要と考えるが 

４．河川の草刈りについて 

・地域の清掃活動は、町内会、学校、市民団体が中心となって行われているが

河床の草刈りについては、安全面を考慮し行政の支援が必要と思うが 

 


